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意見書２通　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました
意見書２通　　　　　　　　
　　関係大臣に送付しました

  

Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を

 

求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）　

　

昭
和
六
十
二
年
に
国
鉄
が
分
割
・
民
営
化
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ
七
社

が
発
足
し
た
際
に
発
生
し
た
一
部
の
国
鉄
職
員
の
不
採
用
問
題

は
、
解
決
を
見
な
い
ま
ま
本
年
で
二
十
二
年
が
経
過
す
る
と
い

う
事
態
に
な
っ
て
い
る
。

　

昨
年
七
月
に
は
東
京
高
等
裁
判
所
か
ら
政
府
及
び
鉄
道
・
運

輸
機
構
に
対
し
て
、
訴
訟
を
離
れ
た
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を

促
す
提
案
が
な
さ
れ
た
。

　

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
解
決
に

向
け
、
一
層
の
努
力
を
さ
れ
る
よ
う
当
議
会
は
強
く
要
望
す
る
。

  

基
地
対
策
予
算
の
増
額
等
を

 

求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）　

　

国
に
お
か
れ
て
は
、
基
地
関
係
市
町
村
の
実
情
に
配
慮
し
て

次
の
事
項
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　

記

１
．
基
地
交
付
金
及
び
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
の
年
度
に
あ
た
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
三
年
ご
と
に
増
額
さ
れ
て
い
る
経
緯
を
十
分
踏
ま
え
、
平

成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
増
額
す
る
と
と
も
に
、
基
地

交
付
金
の
対
象
資
産
を
拡
大
す
る
こ
と
。

２
．
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

各
事
業
の
補
助
対
象
施
設
及
び
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。

平成 20年度　政務調査費収支一覧表

会　派　名 交付額
支　　　　出　　　　科　　　　目

支出総額 残　　額
研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 広聴費 その他の経費

み ら い の 会 1,680,000 70,000 673,293 3,480 4,500 751,273 928,727 

翔 政 ク ラ ブ 480,000 118,000 14,733 132,733 347,267 

日 本 共 産 党
小松島市議団 430,000 55,381 8,378 123,700 149,734 337,193 92,807 

前 進 ク ラ ブ
※ H20.6 に 1 名 増 420,000 10,000 292,663 66,938 6,084 24,300 399,985 20,015 

無所属クラブ
※ H20.6 に 1 名 減 300,000 6,216 6,216 293,784 

公　 明　 党 240,000 2,827 2,827 237,173 

清 進 ク ラ ブ 240,000 10,000 61,957 71,957 168,043 

新 緑 の 会 240,000 10,000 87,960 47,220 145,180 94,820 

若 葉 会 240,000 2,827 22,020 24,847 215,153 

大 互 会
※ H20.6 に結成 180,000 36,000 36,000 144,000 

政 研
※ H20.6 に解散 60,000 10,000 4,934 14,733 29,667 30,333 

合　　計 4,510,000 110,000 1,176,908 239,012 208,458 203,500 0 0 1,937,878 2,572,122 

執行率＝ 42.97％　

（単位 : 円）　残額　2,572,122 円は市に返還しました。
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　議員の賛否表（６月定例会）　　　　　　　 　
議　員　名　

議案・議提・請願・陳情

安
平　

剛
之

濱
田　

保
徳

北
野　

恒
男

井
村　

保
裕

池
渕　

　

彰

宝　
　
　

覚

天
羽　
　

篤

武
田　
　

清

石
原　

正
裕

立
川　

邦
男

木
村　

文
彦

大
和　
　

肇

髙
木　

幸
次

大
木　
　

進

宮
崎　

欽
司

佐
野　

善
作

米
﨑　

　

孝

井
内　

建
治

議案第 37号　専決処分の承認について（平成 20 年度小松
島市一般会計補正予算（第４号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 38号　平成 21年度小松島市一般会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 39号　平成 21 年度小松島市公共下水道事業特別会
計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 40号　専決処分の承認について（小松島市市税賦課
徴収条例等の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 41号　専決処分の承認について（小松島市国民健康
保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 42号　小松島市交流センター条例の一部を改正する
条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 43号　小松島市勤労青少年体育施設条例の一部を改
正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 44号　徳島県市町村総合事務組合規約の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 45号　小松島市土地開発公社定款の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号　平成21年度小松島市一般会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 47号　監査委員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 48号　固定資産評価員の選任の同意について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 49号　人権擁護委員の推薦について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提第 6号　小松島市議会委員会条例の一部を改正する条例について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提第 7号　ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議提第 8号　基地対策予算の増額等を求める意見書について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情第 2号　「ＪＲ不採用問題の早期解決を求める意見書採
択に関する」件について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成　　●は反対　　－は欠席　　※ 議長（出口憲二郎）は、可否同数の場合のみ表決権があります。
※ 請願第３号「生活保護の「母子加算」復活を要求する国への意見書を求める」件については、継続審査に付すべきもの
と決しました。

視　察　に　来　市　さ　れ　た　議　会

議　　会　　名 三重県伊勢市 岐阜県本巣市
宮城黒川地方町
村議会議長会

福岡県筑前町 宮城県角田市

日 時 5月 19日 6月 29日 7月 7日 7月 8日 7月 15日

参 加 者 市議 5名 市議６名
町議会議長６名
外１名

町議 17名
外 2名

市議 6名
外 2名

調 査 事 項
議会基本条例、
議員政治倫理条
例について

議会基本条例、
事務事業評価に
ついて

議会活性化に向
けた取り組みに
ついて

議会活性化の取
り組みについて

行財政改革の取
り組みについて
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議会報告会　開催される議会報告会　開催される
　このたび、小松島市議会基本条例の規定に基づき、議会報告会が市内６カ所の公民館で開催され
ました。
１　小松島公民館 平成 21 年５月 11 日（月） 　　PM7：00 ～ 9：00
２　南小松島公民館 ５月 14 日（木）　　 　　　　　    〃
３　児安公民館 ５月 18 日（月） 　　　　　    〃
４　新開コミュニティセンター ５月 20 日（水） 　　　　　    〃
５　坂野公民館 ５月 22 日（金） 　　　　　    〃
６　北小松島公民館 ５月 26 日（火） 　　　　　    〃
   　　　市民参加数　のべ　108 名     　　 
●主な要望、提言等
　［議会関係］
・視察に行った場合、報告書の提出を早くし、内容の明示をすべきである。
・常任委員会が４つあるが、委員長は重ならず分担してやるべきでないか。
・議会の一般質問で同じ質問を複数の人がしているが、なんで同じような質問をするのか。
・政治倫理条例を制定したのだから守ってほしい。
・何故、もっと早く議会基本条例を制定しなかったのか。
・職業としての政治家はいらない。
・２年後のデジタル化について今までの市議会の取り組みは。
・議員定数が多すぎる。
・議員定数については、市の財政力を判断材料にすべきである。
・議員報酬も減らすべきである。
・市長、職員が給与カットを行っているが、議員は何故しないのか。
・議員の資質を向上すべきである。
・議会報告会を土、日曜日に開催したらよい。
・議会報告会の周知を広報車を出すなど、PRしてほしい。
　［行政関係］
・国保税が高い。メスをいれるべきではないか。
・介護保険料は高くなるのか。何故、市町村ごとに保険料が違うのか。
・職員の人件費削減や体制を考えるべきである。
・赤字再建団体にならないのか。
・市街化地域の農地の固定資産税が高すぎる。
・防災マップだけでは、震災時にどのように行動をとればよいのかわからない。
 　
・その他、市政に対する提言や地域の要望など多数の意見が出されました。
　
　これらの提言は行政に伝えるとともに、議会としても問題の一つ一つに真剣に取り組んでまいり
たいと考えております。
　
　このたびの議会報告会は初めての試みであり、準備不足や周知不足もあり、参加者の少ない地域
もありましたが、市民の皆様の御協力もあり、議会報告だけでなく、貴重な御意見をお聞きするこ
とができ、大変有意義な報告会となりました。
 ありがとうございました。
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住
民
が
主
人
公
の
政
治
を

　

東
京
に
派
遣
村
。
派
遣
切
り
で
、
職
も
住

居
も
失
っ
た
方
を
支
援
す
る
の
が
派
遣
村

で
す
。
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど
欧
州
の
首
都

に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
失
業
し
て
も
、
手
厚

い
失
業
手
当
な
ど
が
あ
る
か
ら
で
す
。
小
説

「
蟹
工
船
」
が
よ
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
戦

前
、
蟹
工
船
で
働
く
労
働
者
が
、
待
遇
を
改

善
す
る
よ
う
求
め
、
決
起
す
る
物
語
。
働
く

人
を
物
の
よ
う
に
扱
う
現
状
は
戦
前
と
似

て
い
ま
す
。

　

年
金
生
活
の
方
が
通
帳
を
見
て
、
な
げ
い

て
い
る
。
わ
ず
か
な
国
民
年
金
か
ら
、
介
護

保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
税
が
天
引

き
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
、
食
べ
て
い
け
な
い

と
言
う
の
で
す
。

　

い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
根
本
解
決
に
は
、
国

が
責
任
を
負
っ
て
い
ま
す
。
地
方
行
政
は
、

何
も
で
き
な
い
の
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
住
居
を
失
っ
た
方
に
市
営
住
宅
を

用
意
す
る
。
低
額
な
年
金
者
に
は
、
介
護
保

険
料
を
減
免
す
る
。
や
れ
る
こ
と
は
、
た
く

さ
ん
あ
る
の
で
す
。
最
終
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活
保
護
も
市
が
担
当
で

す
。「
住
民
が
主
人
公
」
が
私
の
モ
ッ
ト
ー

で
す
。
こ
の
立
場
か
ら
、
市
役
所
が
弱
い
立

場
の
方
々
の
暮
ら
し
に
目
を
向
け
る
よ
う

求
め
て
い
き
ま
す
。

 

健
康
で
住
み
よ
い
ま
ち
に

　

私
は
三
十
八
年
間
、
市
の
財
政
、
福
祉
、

民
生
、
産
業
、
環
境
、
企
業
、
議
会
、
退

職
後
は
三
年
間
、
商
工
業
関
係
を
経
験
し

ま
し
た
。

　

当
初
よ
り
、
財
政
状
況
の
厳
し
い
中
、

健
康
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
信
条
に

し
て
、
議
員
活
動
を
続
け
て
お
り
ま
す
が
、

日
々
、
非
才
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。
医

療
の
問
題
を
初
め
、
新
た
な
課
題
も
山
積

し
て
お
り
、
将
来
を
見
据
え
た
行
財
政
改

革
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
度
に
は
、
国
民
健
康
保
険

に
二
億
一
千
九
百
万
円
、
老
人
保
健
医

療
四
億
八
千
六
百
万
円
、
介
護
保
険
に

四
億
九
千
三
百
万
円
、
計
十
一
億
九
千
八
百

万
円
を
、
二
十
年
度
に
お
い
て
も
多
額
の

財
源
を
普
通
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
お
り
、

財
政
非
常
事
態
の
一
因
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
健
康
な
時

に
貯
健
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
市
の

財
政
再
建
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
行
政
の
内
外
か
ら
の
経
験
を

生
か
し
、
日
々
研
鑽
に
努
め
、
誰
も
が
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
御
指
導
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

天羽　　篤
（芝生町）
当選 7回

北野　恒男
（田浦町）
当選１回

私の政治信条

発
行
／
小
松
島
市
議
会　

議
長　

出
口
憲
二
郎　
　
　
　
　
　
　

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

委
員
長　

佐
野　

善
作

平 成 21 年 9 月 定 例 会 日 程

月　日 曜 開議時刻 議　　　事

9 月 3 日 木 午前 10時 開会（議案提出）

9 月 7 日 月 午前 10時 質疑・一般質問

9 月 8 日 火 午前 10時 質疑・一般質問

9 月 10 日 木 午前 10時 総務産建常任委員会

9 月 11 日 金 午前 10時 文教厚生常任委員会

9 月 14 日 月 午前 10時 予算決算常任委員会

月　日 曜 開議時刻 議　　　事

9 月 15 日 火 午前 10時 予算決算常任委員会

9 月 16 日 水 午前 10時 予算決算常任委員会

9 月 17 日 木 午前 10時 予算決算常任委員会

9 月 18 日 金 午前 10時 予算決算常任委員会

9 月 25 日 金 午前 10時 予算決算常任委員会

9 月 29 日 火 午前 10時 議決・閉会

編　　集　　委　　員
編 

集 

後 

記

　

議
会
基
本
条
例
の
中
で
、「
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
す
、
議

会
報
告
会
を
市
内
六
カ
所
で
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
初
め
て
の

試
み
で
あ
り
、
周
知
不
足
や
方
法

等
、
不
備
な
点
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
方
向

に
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
行
政
に
対
す
る
御
意
見
や

地
域
の
御
要
望
等
、
誌
面
の
都
合

上
、
全
部
を
掲
載
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
つ
一
つ

の
御
意
見
を
真
摯
に
受
け
と
め
、

議
会
と
し
て
対
処
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

貴
重
な
御
意
見
を
い
た
だ
き
、

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

（
佐
野
善
作
）

佐
野　

善
作

天
羽　

　

篤

井
内　

建
治

大
和　
　

肇

出
口
憲
二
郎

立
川　

邦
男




